
開 発 途 上 国 で は、約 5 人 に ひ と り が 1 日

1. 25 米 ド ル 未 満 で 生 活 し て い ま す。

貧 困をなくそう

世 界 で は、約 5 , 8 0 0 万 人 の 初 等 教 育 が

必 要 な 子 ど も が 学 校 に 通 え て い ま せ ん。

質 の 高 い 教 育 を
みんなに

世 界 では、9 人 に ひ と り が 充 分 な 食 べ 物

を 得 る こ と が で き ず、一 方 で、毎 年 1 3 億

ト ン の 食 品 が 捨 て ら れ て い ます。

飢 餓 を ゼ ロ に

世 界 では、毎 年 6 0 0 万 人 の 子 ど も が 5 歳

未 満 で 命 を 落 と し、また、開 発 途 上 国 の

女 性 の 半 分 し か 医 療 を 受 け ら れ ま せ ん。

す べ て の 人 に
健 康 と 福 祉 を



働 き が い も
経 済 成 長 も

ジェンダー 平 等 を
実 現 しよう

女 性 は 、教 育、就 職 や 結 婚 な ど、様 々 な

機 会 で 差 別 を 受 け て い ま す。

安 全 な 水 と
トイレを 世 界 中 に

世 界 中 で は 約 3 人 に ひとりが 安 全 な 水と

トイレを 使うことが できません。

世 界 では、1 3 億 人 が 電 気 を 利 用 で き ず、

3 0 億人が 二 酸 化 炭 素 を 排 出 す る 化 石 燃 料

を 使 っ て い ま す。

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

世 界 で は 、1 億 5 , 0 0 0 万 人 の 子 ど も が

働 か さ れ 、2 億 人 が 失 業 し て い ま す。



2 0 5 0 年 ま で に 世 界 の 人 口 が 9 6 億 人 に 達

し た 場 合 、今 の 大 量 生 産 大 量 消 費 を 続 け て

いくと、地 球 がいくつあっても 足りません。

つ く る 責 任
つ か う 責 任

開発 途 上 国 では、約 2 6 億 人 が、電 話 や イ ン

タ ー ネ ット な ど 安 定 的 な 電 力 を 使 う こ と

が で き ま せ ん。

産 業 と 技 術 革 新 の
基 盤 を つ くろう

人 や 国 の
不 平 等 を な くそ う

世 界 で 最 も 裕 福 な 8 人 の 資 産 が、貧 し い

3 6 億 人 の 資 産 に 匹 敵 し ま す。

2 0 0 6 年 からの 1 0 年 間 で、世 界では 7 7 万

人 以 上 の 命 が 災 害 で 失 わ れ、1 9 億 人 以 上

が 被 害 を 受 け ま し た。

住 み 続 け ら れ る
ま ち づ く り を



地 球 の 気 温 は 上 昇 を 続 け て お り、海 面 の

上 昇 で 国 が 沈 ん だ り、気 候 が 変 わ る と

感 染 症 が 拡 大 し 災 害 も 多 発 し ま す。

気 候 変 動 に
具 体 的 な 対 策 を

海 洋 は、3 0 億 人 以 上 の 生 計 を 支 え、 人 間

が つ く り だ す 二 酸 化 炭 素 の 3 0 % を 吸 収

し て い ます。

海の豊かさを守ろう

毎年、世界では 1 , 3 0 0 万 h a の 森 林 と、干ば

つ や 砂 漠 化 で 1 , 2 0 0 万 h a の 農 地 が 失 わ れ

て い ます。

陸の豊かさも守ろう

世 界 に は、さ ま ざ ま な 理 由 に よって、市 民

活 動が 制 限 さ れ ている国 や 地 域 が たくさん

あります。

平 和 と 公 正 を
す べ て の 人 に



技 術 や 知 識、資 金 など、自 国 のリソースだけ

では 開 発 が できず、他 国 の 援 助 を 必 要 と

し て い る 国・地 域 が あり ま す。

パ ートナーシップで
目 標 を 達 成 し よ う



日 本 で は 所 得 格 差 が 広 が り 、子 ど も の

6 人 に ひ と り が 貧 困 状 態 に あ り ま す 。

貧 困をなくそう

日本では、毎年 1 , 7 0 0 万 t の 食 べ 物が廃棄

されています。 その内 500 万 t ～ 800 万 t は、

本来食べられたはずの食べ物です。

飢 餓 を ゼ ロ に

日 本 で は 、医 療 や 介 護 な ど を 担 う 人 材 不

足 が 懸 念 さ れ 、誰 も が 医 療 を 受 け ら れ る

社 会 福 祉 サ ー ビ ス の 構 築 が 必 要 で す 。

す べ て の 人 に
健 康 と 福 祉 を

ここからは
追加カードになります



日 本 で は 、不 登 校 、障 害 や 外 国 に ル ー ツ

を 持 つ 子 ど も た ち へ 、そ れ ぞ れ の ニ ー ズ

に 沿 っ た 教 育 の 場 の 提 供 が 必 要 で す 。

質 の 高 い 教 育 を
みんなに

ジェンダー 平 等 を
実 現 しよう

日本では、女性の国会議員や上場企業役員、

正 規 雇 用 者 の 割 合 が 少 な い の が 現 状 で す 。

日 本 は 、太 陽 や 水 な ど 自 然 の 力 を 使 っ た

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 使 用 が 全 体 の 5 %

に 留 ま っ て い ま す 。

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

安 全 な 水 と
トイレを 世 界 中 に

日 本 で は 、山 を 切 り 崩 し 森 が 減 っ て い る

影 響 で 、土 砂 の 流 失 を 防 い だ り 、雨 水 を

浄 化 す る 水 源 林 が 減 っ て い ま す 。



ア フ リ カ の 多 く の 国 で は 、イ ン フ ラ の

未 整 備 に よ り 、企 業 の 生 産 性 が 約 4 0 %

損 な わ れ て い ま す 。

産 業 と 技 術 革 新 の
基 盤 を つ くろう

世 界 の 人 口 の 半 分 の 3 5 億 人 が 都 市 に

暮 らし 、8 億 2 , 8 0 0 万 人 が スラム に 暮 ら

して い ま す 。

住 み 続 け ら れ る
ま ち づ く り を

働 き が い も
経 済 成 長 も

日 本 で は 、約 4 0 % の 人 が 非 正 規 雇 用 で

働 き 、安 定 し た 仕 事 に つ け ず 、経 済 的 に

自 立 で き な い 人 た ち が 増 え て い ま す 。

人 や 国 の
不 平 等 を な くそ う

日本では、年収 20 0 万円未満で働く人が就業

人口の 2 0％を超え、働いても生活保護水準

以下の収入しか得られない場合があります。



汚 染 や 海 洋 の 生 産 力 を 超 え る 漁 業、沿 岸

生 息 地 の 消 失 な ど、人 間 の 活 動 が 海 洋 に

与 え る 影 響 は 4 0 ％ に 及 び ま す。

海の豊かさを守ろう

地球には約 3 , 0 0 0 万種の生き物がいますが、

海、陸の環境破壊をやめない限り、生き物の

絶滅スピードがさらに加速します。

陸の豊かさも守ろう

つ く る 責 任
つ か う 責 任

企業も消費者も環境破壊や児童労働のない

エシカルな生産と消費が求められています。

気 候 変 動 に
具 体 的 な 対 策 を

日本でも豪 雨 や 土 砂 災 害 が 多 発 し て お り 、

世 界 全 体 で 気 候 変 動 へ の 対 策 が 必 要 で す 。



日本は、国民総所得（ G N I）の 0 . 7 % を開発

途上国への政府開発援助（ODA）に拠出する

必 要 が あ り ま す。

パ ートナーシップで
目 標 を 達 成 し よ う

安心した 生 活 を 求 め、母 国 を 離 れ た 難 民 は

2 0 1 5 年、2 , 0 0 0 万 人 を 超 え ま し た。

平 和 と 公 正 を
す べ て の 人 に




